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17 (1) 133  xxy のグラフは下図の 

ようになっている。 

よって，  

           方程式 0133  xx  

          の異なる実数解の個数 

          は，( ① )個である。 

 (2) 方程式 0)( xf の異なる実数解の個数 

は，(  ②  )に等しい。 

 

18 方程式 0)(  axf  の異なる実数解の 

 個数は，2 つの関数 
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 の (  ③  ) に等しい。 

 

19  3 次方程式 03 23  axx  が異なる 3 個 

の実数解をもつとき，定数 a の値の範囲を 

求めよ。 

 解） 

  03 23  axx より， axx  23 3  

  よって，この方程式の実数解の個数は， 

  2 つの関数 

   

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y
の共有点の個数に等しい。 

   よって， 23 3xxy   より， xxy 63 2   

0y とすると， 0)2(3 xx  

  よって， 2x ， 0  

    増減表は，下のようになる。 

x  … －2 … 0 … 

y  ③ 0 ④ 0 ⑤ 
y  ⑥ 4 ⑦ 0 ⑧ 

             極大     極小 

   グラフをかくと， 

         

  よって，求める a の値の範囲は，( ⑨ ) 

 

20 上の問題の方程式において， 

 (1) 異なる 2 個の実数解をもつとき， 

     a の値は( ① )である。 

 (2) ただ 1 つの実数解をもつとき 

      a の値の範囲は( ② )である。 

 

21 方程式 093 23  mxxx  …○※   

 の実数解は， 

    2 つの関数


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

　　　

　　①　　

my

y )(
   

の(   ②   )である。 

  よって， xxxy 93 23   のグラフを 

かくと，下図のようになるので，方程式○※  

               が異なる 2 個の正 

              の解と，1 個の負 

              の解をもつときの 

                    定数m の値の範囲 

は，(  ③  ) 

である。 

 

           

22 3 次方程式 0)( xf  が異なる 3 つの 

実数解をもつ。 

 ⇔ )(xfy  のグラフが，(   ①   ) 

で交わる。 

 ⇔ 








0)()(

)()(

　④　　　③　　　

　をもつ　②　　が　xfy
 

 

23 曲線 42)( 2  xxxfy  において， 

 傾きが 4 である接線の方程式を求めよ。 

        解） 

           )(xf ( ① ) 

         接点の x 座標を t とすると， 

          ( ② ) 4  

          すなわち， 422  t  

           ∴ 1t  

           接点は(－1，1)より， 

   接線の方程式は，(   ③   ) 

      ∴ 54  xy  

 

24 ［不等式の証明］ 

  不等式 0)( ≧xf  が成り立つことを証明 

するには，関数 )(xfy  の(      )で 

あることを示せばよい。 

 

25 ［知っておくと便利！］ 

  整式 )(xf が， 2)( ax  で割り切れる 

 ⇔ (           ) 

 

26 ［3 次不等式］ 

 (1) 不等式 0)2)(1)(1(  xxx  

  を解くと，(   ①   )である。 

   

    

 (2) 不等式 0)4)(3)(2( ≦ xxx  

  を解くと，(   ②   )である。 

   

    

27 xxy 33   上の点 2(A ，2)における接線 

 が，この曲線と交わるもう 1 つの点 B の座 

 標を求めよ。 

 解） 

  xxxfy 3)( 3   とおくと， 

    33)( 2  xxf  

   ∴  )2(f ( ① ) 

  点 A における接線の方程式は， 

    ②( y    =        ) 

     ∴ 169  xy  

   よって，連立方程式 

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169

33

xy

xxy
  

を解くと， 

      16933  xxx  

     ∴ 016123  xx  

  左辺を因数分解すると， 

   (   ③   ) 0    ∴ 2x ，－4 

     ∴ B (④   ，   ) 

17  

 (1) 

 

  ① 3  

 

 

 (2) 

  ② )(xfy  の x 切片の個数 

   

18  

0)(  axf より， axf )(  

 ① )(xf   

 ② a    ③ 共有点の個数 

 

19 

 

 

 

 

 

 ① 23 3xx   

 ② a  

 

  

   

 

 

 

 ③ ＋ ④ － ⑤ ＋ 

 ⑥ ↗  ⑦ ↘  ⑧ ↗ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑨ 40  a  

 

20 

 (1) 

  ① 0a ，4 

 (2) 

  ② 0a ， a4  

 

21 

 

 ① xxx 93 23   

  

  ② 共有点の x 座標 

③ 270  m  

   

22 

 

 ① x 軸と 3 点 

 ② 極値 

 ③ 極大値 ④ 極小値 

23 

 

 ① 22  x  

 

 ② )(tf   

 

 

 

 ③ )1(41  xy  

 

 

24 

 

 最小値が 0 以上 

 

 

25 

 0)( af かつ 0)(  af  

 

26 

 (1) 

  ① 11  x ， 2x  

 

 

 

 

 

 

 (2) 

  ② 2≦x ， 43 ≦≦ x  

 

 

 

 

 

27 

 

 

 

 

 ① 9323 2   

 

 ② )2(92  xy  

  

 

③ )4()2( 2  xx  

 ④ 4( ， )52  

＜point＞ 

)2)(1)(1(  xxxy  

のグラフで x 軸より上 

にある部分の定義域 









右辺

左辺

y

y
 

グラフの概形 
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個数ではない 


